
​第１３期　バリアフリーチェック実施概要と意見一覧​

​　Ⅰ　中央区複合庁舎整備事業（設計・施工段階）のバリアフリーチェックの概要​

​１　実施日時​

​　　令和７年２月３日（月）​

​２　事業（施設）名称​

​　　中央区複合庁舎整備事業​

​　　　　​

​３　チェック時期​

​　　施工段階​

​４　事業実施部局​

​　　市民文化局地域振興部区役所整備担当係​

​５　チェック実施者​

​　　札幌市身体障害者福祉協会　４名​

​　　札幌市老人クラブ連合会　　１名​

​　　​

​６　チェック参加者​

​　　公共的施設のバリアフリー部会委員　８名　​

​　　※オブザーバー　　　　　　　　　　１名​
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​７　バリアフリーチェック内容​

​意見​ ​考え方​
​１​ ​【駐車場】​

​衝突回避するように車高制限の注​
​意喚起をしっかりとした方がよい。​

​【駐車場】​
​地下駐車場入口に車高制限のバーを​

​設置予定です。​
​※3/10時点、地下駐車場入口に車高制​
​限のバーを設置済です。​

​２​ ​車高が２ｍ以上の車で来庁した際​
​は車寄せの3台分の駐車場スペースを​
​活用できないか。​

​車寄せの駐車スペースのうち1台分を​
​福祉車両置き場とします。​

​３​ ​２ｍ以上の車が来た場合はどのよ​
​うな対応になるのか。冬期は足元が​
​悪いため、近隣の駐車場を案内する​
​という対応では不足があるのではな​
​いか。​

​上記のとおりです。​

​４​ ​今回駐車場を利用するにあたっ​
​て、ハイルーフのワゴン車が入口か​
​ら入れず、出口から入庫した。電灯​
​の位置を調整し入れるように調整す​
​ることはできないか。​

​地下駐車場は２ｍ制限としており、​
​トラバー等により注意喚起を行いま​
​す。​

​車高が２ｍを超える福祉車両は車寄​
​せに駐車できるようにします。​

​５​ ​【３階】​
​３階待合が狭い印象を受けた。ま​

​た、カウンター上のサインが小さ​
​い。字を大きくした方が良いのでは​
​ないか。​

​【３階】​
​サインだけで利用者を誘導するので​

​はなく、フロアマネージャーなどの人​
​的なサポートを含めての案内となるた​
​め、不都合を感じる場面は少ないと思​
​われます。​

​６​ ​３FのEVを降りてから案内カウン​
​ターの位置が遠いように思った。視​
​覚障碍者以外も足の不自由な方の為​
​にも歩く距離を短くしてもらいた​
​い。​

​エスカレーター・エレベーターどち​
​らから来庁してもスムーズな滞留がで​
​きるように現在調整を行っています。​
​※3/10時点、バリアフリーチェック時​
​の位置よりエレベーター側に案内カウ​
​ンターの位置を移動しています。ま​
​た、エレベーター降りてすぐの場所に​
​フロアマネージャーを配置しています​
​ので、不必要な移動がないようにして​
​います。​

​７​ ​カウンター上の文字（各課）のコ​
​ントラストが小さくて見えづらい。​

​配色については、CUDに基づき、す​
​べての人に判別しやすい色としていま​
​す。​
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​８​ ​カウンターに設置してあった、​
​杖・傘を掛ける部品が取れやすい。​

​取付方法の見直しなどを行い、取れ​
​にくいようにいたします。​

​９​ ​【１階】​
​トイレまで誘導鋲が欲しい。​

​【１階】​
​誘導用ブロックは車いすの走行阻害​

​やつまづきの原因になることも想定さ​
​れるため、１階の総合案内スタッフが​
​必要に応じて目的の場所へ案内しま​
​す。​

​10​ ​庁舎入口階段の段鼻の色は変わっ​
​ているのか。​

​段鼻の色を変えることで視認性に配​
​慮しています。​

​11​ ​点字のついた案内図に点字ブロッ​
​クで誘導できてないのではないか。​

​誘導用ブロックは車いすの走行阻害​
​やつまづきの原因になることも想定さ​
​れるため、１階の総合案内スタッフが​
​必要に応じて目的の場所へ案内しま​
​す。​

​12​ ​案内図の点字で男女の分けが判別​
​できないのではないか。​

​１階の総合案内スタッフが必要に応​
​じて目的の場所へ案内します。なお、​
​トイレ内案内図にはトイレ入口に男女​
​の分けがわかるような点字が設置され​
​ています。​

​13​ ​【各階】​
​床材をタイルカーペットを採用にし​
​た理由は何か。​

​【各階】​
​タイルカーペットとすることで、吸音​
​性や快適性に配慮した。汚れが想定さ​
​れる保健福祉課等はビニールシートを​
​使用しています。​

​14​ ​【イートインスペース】​
​イートインスペースの整備予定はあ​
​るか。公共施設側での整備はあるの​
​か。​

​【イートインスペース】​
​１階の物販施設(セコマ)内にて設置予定​
​です。公共施設としては整備の予定は​
​ありません。​
​※3/10時点、中央区複合庁舎の供用開​
​始（2/25）と同時にセコマをオープン​
​しています。​
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​Ⅱ　​​中央市税事務所移転整備事業（施工段階）のバリアフリーチェックの概要​

​１　実施日時​

​　　令和７年３月24日（月）​

​２　事業（施設）名称​

​　　中央市税事務所移転整備事業​

​　　　　​

​３　チェック時期​

​　　施工段階​

​４　事業実施部局​

​　　財務局税政部税制課税制係​

​５　チェック実施者​

​　　札幌市身体障害者福祉協会　４名​

​　　札幌市老人クラブ連合会　　２名​

​　　​

​６　チェック参加者​

​　　公共的施設のバリアフリー部会委員　６名　​

​　　※オブザーバー　　　　　　　　　　１名​
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​７　バリアフリーチェック内容​

​意見​ ​考え方​
​１​ ​【各階】​

​供用開始前に机椅子やカウンター​
​等の什器が揃った状態を見ることは​
​可能か。​

​また、サインについても設置前に​
​デザインや色などを確認したい。​

​【各階】​
​机や椅子、カウンターなどの什器は​

​基本的には引っ越しの直前まで使用し​
​ているものをそのまま持ち運んで使用​
​する予定であるため、供用開始前に什​
​器が入った状態をお見せすることはで​
​きません。​
​サインについては、別添資料のサイン​
​案を作成いたしましたので、ご確認く​
​ださい。​

​（追記）​
​ご参考まで、移転前の中央市税事務所​
​で使用中のカウンターのサンプル写真​
​をご用意しましたのでご確認くださ​
​い。移転後は市民利用スペースより床​
​が嵩上げされたOAフロアの上に設置す​
​るため、現状より5cm程度高くなる見​
​込みです。​

​２​ ​ＯＡフロアでスロープ状になって​
​いる箇所の色を変えて目立たせない​
​とスロープの判別ができない。​

​ご指摘を踏まえ、注意喚起用テープ​
​を貼るなどし、スロープ部分が見やす​
​くなるようにいたします。​

​３​ ​サインについて、設置前にデザイ​
​ンや色などを確認したい。​

​サインについては、別添資料のサイ​
​ン案を作成いたしましたので、ご確認​
​ください。​

​４​ ​【１階】​
​納税相談ブースの扉が外開きに​

​なっており、横を通る人とぶつかる​
​危険性があるのではないか。​

​【１階】​
​ご指摘を踏まえ、扉を移設するよう​

​検討いたします。​

​５​ ​納税相談ブース横の扉を開けると​
​すぐにスロープになっている箇所が​
​あり、車いすでの扉の開け閉めがで​
​きないのではないか。​

​扉の先は書庫となっており、市民が​
​誤って入ってしまう可能性があること​
​も踏まえ、当該扉は開け閉めができな​
​いようにし、使用しないことといたし​
​ます。​

​６​ ​点字ブロックの色が灰色となって​
​いる箇所があり、床の色と同系色と​
​なっているため、見えにくい。​

​ご指摘を踏まえ、点字ブロックの色を​
​黄色に変更いたします。​

​７​ ​【６階】​
​男子トイレの扉が開ける際、ハン​

​ドドライヤーを使用している人とぶ​
​つかる危険性があるのではないか。​

​【６階】​
​ご指摘を踏まえ、当分の間、ハンド​

​ドライヤーの使用を禁止し、工事可能​
​な時点でハンドドライヤーの設置位置​
​を変更いたします。​

​８​ ​点字ブロックが敷設されていない​
​箇所があるため、窓口前まで点字ブ​
​ロックを敷設してほしい。​

​ご指摘を踏まえ、点字ブロック追加​
​で敷設いたします。​

​９​ ​【その他】​
​設計担当者がバリアフリーチェッ​

​クの結果を聞いていなければ、その​
​後の改善が見られないため、設計担​
​当者の同席をお願いしたい。​

​【１階】​
​バリアフリーチェックを所管してい​

​る障がい福祉課から実施事業部局へ依​
​頼するなどして、可能な限り設計担当​
​者も同席するようにいたします。​
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​10​ ​【サイン案】​
​白抜き文字は、デザインとしてはい​
​いが、やはり読みづらい。​

​【サイン案】​
​白抜きの文字については文字を黒色で​
​縁取るなどし、コントラスト比が高く​
​なるようにした上で、カラーユニバー​
​サルデザインに適合するサインになる​
​ようにいたします。​

​11​ ​【点字ブロック】​
​色をグレーに決めた経緯を知りた​
​い。​

​【点字ブロック】​
​床の色に合わせようとしたためグレー​
​に決めましたが、全て黄色に変更いた​
​します。​

​12​ ​【1階トイレ】​
​和式から洋式便器に取り替えた（斜​
​め）ブースの手すりと紙巻器の取付​
​位置が便器位置より手前（便器側か​
​ら見て後ろ）にあり、紙巻器は上体​
​をひねることになるので操作がしづ​
​らい。​

​既存の建物付属設備や什器を使用して​
​いるため、直ちに改修することはでき​
​ませんが、今後改修がある際にはご意​
​見を参考にさせていただきます。​

​13​ ​【1階女子トイレ】​
​一番奥の広めのトイレブースについ​
​て、ドア幅を広げて引き戸に取り替​
​え、また、両側に手すりを設置する​
​ことで、車椅子ユーザーも使えるト​
​イレになる。​

​14​ ​【6階男子トイレ】​
​洗面カウンターにエアタオルを設置​
​しているが、ドアと干渉するため、​
​使い勝手が悪い。​
​既存ドアを撤去して、代わりに踏み​
​込みスペースの手前にパーテーショ​
​ンを設置するなどして目隠しするこ​
​とはできないか。​

​15​ ​【6階多機能トイレ】​
​便器右手側（壁面ではないほう）の​
​固定手すりを可動式（はねあげ）手​
​すりに交換することで、車椅子から​
​の移乗が楽になるほか、介助者によ​
​る移乗でも、便器に接近するスペー​
​スが確保できる。​

​16​ ​【階段の手すり】​
​・既存の手すりに別仕様の手すりを​
​増設したため、連結はできないが、​
​できるだけ手すり同士の間があかな​
​いようにしてほしい。​
​・踊り場の手すりが間接照明との兼​
​ね合いで連続したものになっていな​
​い。可能であれば手すりを増設し​
​て、できるだけ連続した手すりにし​
​てほしい。​
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​Ⅲ　​​藻南公園再整備事業（設計段階）のバリアフリーチェックの概要​

​１　実施日時​

​　　令和７年６月５日（木）​

​２　事業（施設）名称​

​　　藻南公園再整備事業​

​　　　　​

​３　チェック時期​

​　　設計段階​

​４　事業実施部局​

​　　建設局みどりの推進部みどりの推進課事業推進係​

​５　チェック実施者​

​　　札幌市身体障害者福祉協会　４名​

​　　札幌市老人クラブ連合会　　１名​

​　　​

​６　チェック参加者​

​　　公共的施設のバリアフリー部会委員　６名　​

​　　※オブザーバー　　　　　　　　　　１名​
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​７　バリアフリーチェック内容​

​意見​ ​考え方​
​１​ ​【視覚障害者誘導用ブロック】​

​誘導用ブロックは設置するの​
​か。設置するとしたらどのあたり​
​に設置するのか。​

​【視覚障害者誘導用ブロック】​
​パークセンターの出入り口や、階段・​

​スロープの踊り場などに設置予定です。​

​２​ ​視覚障がい者の中には、一般道​
​路より車の心配がなく歩ける公園​
​内を散策する方もいるため、公園​
​の出入り口を発見しやすいよう​
​に、出入口にも誘導用ブロックが​
​あると良い。​

​公園の出入り口への誘導用ブロック設​
​置を検討します。​

​３​ ​【優先駐車場】​
​注意看板にある「移動に配慮が​

​必要な方の優先利用にご協力くだ​
​さい」は記載しないほうがい良​
​い。​

​【優先駐車場】​
​記載しないようにします。​

​４​ ​優先ではなく、専用にした方が​
​良いのではないか。​

​「専用」とすることも検討しました​
​が、公園では初めての取組のため、まず​
​は「優先」として利用状況を見ていく方​
​向としたいと考えています。​

​５​ ​【トイレ】​
​オムツを捨てるゴミ箱や、車椅​

​子使用者用トイレ内のゴミ箱は、​
​なるべく大きく、高さのある物が​
​良い。（車椅子利用者も使いやす​
​いように）​

​【トイレ】​
​オムツを捨てるゴミ箱や、車椅子使用​

​者用トイレ内のゴミ箱は、車椅子利用者​
​も使いやすいような物を設置するように​
​します。​

​６​ ​パークセンター以外の場所にも​
​車椅子使用者が利用できるトイレ​
​があると良い。​

​公園の中央付近にも車椅子使用者が利​
​用できるトイレを新設する予定です。​

​７​ ​【園内全般】​
​高低差があるような危険個所は​

​柵等をもうけるのか。​

​【園内全般】​
​高低差のある法面には転落防止策とし​

​て柵の設置を検討します。​
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​　　　Ⅳ　厚別山本公園整備事業（設計段階）のバリアフリーチェックの概要​

​１　実施日時​

​　　令和７年６月５日（木）​

​２　事業（施設）名称​

​　　厚別山本公園整備事業​

​　　　　​

​３　チェック時期​

​　　設計段階​

​４　事業実施部局​

​　　建設局みどりの推進部造園担当課造園一係​

​５　チェック実施者​

​　　札幌市身体障害者福祉協会　４名​

​　　札幌市老人クラブ連合会　　１名​

​　　​

​６　チェック参加者​

​　　公共的施設のバリアフリー部会委員　６名　​

​　　※オブザーバー　　　　　　　　　　１名​
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​７　バリアフリーチェック内容​

​19​

​意見​ ​考え方​
​１​ ​【管理棟トイレ】​

​ベビールームがなく、できれば​
​おむつ交換台があるとよい。​

​【管理棟トイレ】​
​実施設計にて検討します。​

​２​ ​手洗い時に扉が開閉したらぶつ​
​かりそうに見える。​

​実施設計にて検討します。​

​３​ ​（手洗い時に扉が開閉したらぶつ​
​かりそうに見えるため、扉を）引​
​き戸にできないか。​

​実施設計にて検討します。​

​４​ ​【インターロッキングの広場】​
​インターロッキングの広場は経​

​年で段差が出来たり、目地にタイ​
​ヤが引っかかるなど、車いす利用​
​者にとって使いづらいため、アス​
​ファルトの方が良い。​

​【インターロッキングの広場】​
​極力目地や段差のないものを使用す​

​ることや、アスファルトにインター​
​ロッキング調の模様を施したものの使​
​用を検討します。​

​５​ ​【公園入口】​
​公園入口付近に、公園案内板の​

​ようなものは設置されるか。​

​【公園入口】​
​実施設計にて検討します。​
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​Ⅴ（仮称）新展示場整備事業（設計段階）のバリアフリーチェックの概要​

​１　実施日時​

​　　令和７年６月26日（木）​

​２　事業（施設）名称​

​　　（仮称）新展示場整備事業​

​　　　　​

​３　チェック時期​

​　　設計段階​

​４　事業実施部局​

​　　経済観光局産業振興部流通担当課展示場整備担当係​

​５　チェック実施者​

​　　札幌市身体障害者福祉協会　３名​

​　　札幌市老人クラブ連合会　　３名​

​　　​

​６　チェック参加者​

​　　公共的施設のバリアフリー部会委員　６名　​

​　　※オブザーバー　　　　　　　　　　１名​

​23​



​７　バリアフリーチェック内容​

​意見​ ​考え方​
​１​ ​【トイレ】​

​トイレについて、便座と紙巻器​
​が離れているように見えるトイレ​
​が何か所かある（広めの便房）。​
​立ち上がるときに壁等がないとご​
​高齢の方は立ち上がれないため、​
​近づけてほしい。できれば座った​
​中心から壁まで40cmくらいだと​
​いいのではないか。​

​　​

​【トイレ】​
​便座と紙巻器の位置については、適切​

​な位置となるよう検討します。​

​２​ ​できればトイレに、手すりや支​
​えにできる強度のある紙巻器を設​
​置してほしい。一般トイレにも手​
​すりを付けてほしい。​

​紙巻器は支えにもなるよう耐荷重​
​600N（61.2kg）のものを採用予定で​
​す。一般トイレにも各トイレ男女1箇所​
​ずつ耐荷重1000N（102kg）の手すりを​
​設置予定です。​

​３​ ​WC2の一番左上にあるトイレに​
​ついて、もう少し入口を広げれば​
​車いすが出入りできそうであるた​
​め、検討していただければと思​
​う。​

​当該部に至る経路において幅員確保が​
​難しいこと及び十分な数のHWCを設け​
​ていることから、原案どおり進めること​
​についてご理解下さい。​

​４​ ​ベビーベッドとベビーチェアの​
​位置、逆の方がいいのではない​
​か？​

​レイアウト上可能かどうか検討しま​
​す。​

​５​ ​あちこちにいろいろな種類のト​
​イレがあるのはなぜか。どこに何​
​があるのかわからないのではない​
​か。​

​近年のトイレ設計の考え方に則り、主​
​に高齢者・障がい者が利用するHWCと​
​乳幼連れ利用者や性的マイノリティの方​
​などが利用する男女共用の広々トイレを​
​分けて整備しています。ベビーチェアの​
​有無やトイレ内の設備などはトイレ出入​
​口付近にピクトグラムを表示して分かる​
​ようにする予定です。また、エントラン​
​スの案内への記載も検討します。​
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​６​ ​HWCに汚物入れと普通のゴミ​
​箱を分けて設置するようにしてほ​
​しい。​

​運営段階でゴミ箱を追加するなどの対​
​応を検討します。​

​７​ ​HWCの手すりは跳ね上げ式​
​か。​

​跳ね上げ式です。​

​８​ ​便所個室にてベビーチェアがド​
​ア付近に設置されているため、鍵​
​を開けてしまいそうで心配。​

​鍵を２個つけるなどの対応を検討しま​
​す。​

​９​ ​【触知図】​
​触知図について、前回の案はト​

​イレ全体にかかっており、今回の​
​案ではHWCのみになっている​
​が、一般のトイレにはつけないと​
​いうことか。トイレの構造把握の​
​ためにも、一般用トイレにもつけ​
​た方がいいのではないか。​

​【触知図】​
​触知図の範囲については、様々な意見​

​をいただいたので、他の対応策も含めて​
​検討します。​

​10​ ​トイレの触知図について、便所​
​全体だと情報量が多すぎてわかり​
​にくいため、HWCだけでも十​
​分。一方、触知図自体も分かる人​
​が少なく、HWCは広く迷ってし​
​まうこともあるため音声案内を付​
​けてほしい。​

​検討します。​

​11​ ​【サイン】​
​サインに色がついたのはいい​

​が、ピクトサインの大きさが変​
​わってない。もう少し大きいデザ​
​インにしたほうがいいのではない​
​か。​

​【サイン】​
​ピクトサインの大きさは次のバリアフ​

​リーチェックの機会に検証します。​

​12​ ​【フック】​
​HWCのフック、床面から​

​140cmと200cmの2か所を検討と​
​あるが、どちらも高すぎるのでは​
​ないか。低い方は70cmくらいの​
​方があらゆる人にとって使いやす​
​いのではないか。​

​【フック】​
​フック位置は、使いやすい高さを次の​

​バリアフリーチェックの機会に検証しま​
​す。​
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​13​ ​【駐車場】​
​　車いす駐車場自体にロードヒー​
​ティングがない。雪が積もると対​
​応が難しいので整備してほしい。​

​【駐車場】​
​元々は維持管理業者による除雪対応の​

​想定でしたが、検討します。​

​14​ ​【車寄せ】​
​車寄せに庇が必要である。予算​

​の都合といってもカーポートのよ​
​うなものならそこまでお金がかか​
​らないはずだ。​

​【車寄せ】​
​予算の都合上難しいため、運用段階で​

​収益を得た際に設置することなどを検討​
​します。​

​15​ ​【インターホン】​
​インターホンを設ける場所は人​

​の出入りが多いところだと人にぶ​
​つかる、白杖を振れないなどのリ​
​スクがあるためいい場所を検討し​
​てほしい。音声案内などがあると​
​よい。​

​【インターホン】​
​詳細位置含めて検討します​

​16​ ​【盲導鈴】​
​公共施設であればエントランス​

​までの道のりに盲導鈴を付けた方​
​が好ましい。鳴らす頻度は少なく​
​ても構わない。​

​【盲導鈴】​
​検討します。​

​17​ ​【ドア】​
​エントランスのドアは引き戸に​

​なっているか。​

​【ドア】​
​正面ドアの両脇に自動ドアを整備して​

​います。​
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